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序

奈良時代には中央集権の律令制国家の強力な集約化の中で,消費生活の雄

大さが進展し,平城京をはじめとする諸京の造営 0官立諸寺院などの造営が

顕著に認められ,こ のような情勢下で,阿波国府も地方行政官庁 として造営

されたものです。

阿波国府は,徳島市国府町府中の大御和神社を中心に展開したといわれま

すが,長い歴史を経るうちに幾多の変遷があり,威容を誇ったと思われる当

時の府域や政庁の建物は地下に眠ってしまっています。

昨年度より6ヶ 年計画で,国庫補助を受けて,県下でも最大級の遺跡であ

る阿波国府跡の府域及び政庁の規模・構造などの確認調査を実施 しておりま

す。

本遺跡の調査によって,該期の歴史的環境の復元とともに文化 と技術の伝

播状態を把握する上での貴重な資料が提供されるものと思います。

最後に,調査にあたりまして, ご指導・ご助言をいただきました水野正好

・田中 琢両先生をはじめ,地元の研究者の方々とともに,地元及び地権者

の方々の真摯なご助力に対 して深 く感謝いたします。

日召不日59年 3月 31日

徳島市教育委員会

教育長 七  條     力



例

1 本書は,国庫補助を受けて,徳島市国府町府中字田渕の大御和神社の周

辺を中心 として実施 した「阿波国府跡」の重要遺跡確認調査 (第 2次調査 )

の概要報告である。

2 発掘調査は,徳島市教育委員会が主体 となり,「阿波国府跡発掘調査団」

を編成して,昭和59年 3月 1日 から3月 31日 まで実施 し,事務処理につい

ては徳島市教育委員会社会教育課が担当した。

3 検出遺構の実測図については,調査員・調査補助員が分担した。遺物整

理については,調査員 0調査補助員の協力を得て実施 し,遺構 0遺物の写

真・実測及び製図については,一山 典が担当し,一部滝山雄一の協力を

えた。

4 挿図の第 1図については,建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1の地

形図 (石井図幅)を 転載 したものである。

5 本書の執筆・編集は,滝山雄一の協力をえて,一山 典が担当した。
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第 1章 位 置 と歴 史 的 環 境

吉野川の支流である鮎喰川によって形成された沖積平野の末端付近に位置する徳島市国府町 (左

岸 )。 名東町 (右岸)一帯は,縄文時代～古墳時代の遺跡から奈良・平安時代の寺院跡 0瓦窯跡など

の多数の遺跡が存在し,阿波の原始・古代の中心地であった。

代表的なものを列挙すれば,鮎喰川左岸の矢野遺跡,源 田遺跡,奥谷 1・ 2号墳,宮谷古墳,矢

野古墳,阿波国分寺跡,阿波国分尼寺跡 (名 西郡石井町 )な ど,鮎喰川右岸の名東遺跡,庄遺跡 ,

節句山 1・ 2号墳,八 人塚古墳,穴不動古墳などという集落跡,銅鐸・銅剣出土地,古墳群,寺院

跡等の重要な遺跡が存在し,一部に条里制の残存 も認められる。

これらの遺跡の一つ として,鮎喰川左岸の徳島市国府町府中字田渕の大御和神社周辺の沖積低地

上に「阿波国府跡」が展開したといわれる。

組文時代には,鮎喰川右岸の南佐古浄水場遺跡 (三谷遺跡 )か ら縄文時代後期の土器片,庄町 1

丁 目の庄遺跡一日赤血液センター地区一から縄文時代晩期の土器片が検出されている程度であり,

鮎喰川左岸では明瞭な遺跡は発見されていない。
(1)

弥生時代には, この沖積平野にも遺跡が展開し,国府町の矢野遺跡 (中 ・後期中心 ),名 東町の名
(2)

東遺跡 (前期～後期 )と いう二大集落跡が形成される。また,六区画袈裟欅文銅鐸 3個 と中細形銅
(3)

剣 1個が発見された源田遺跡は,「£同鐸文化圏」 と「銅剣・銅鉾文化圏」の接点 として重要であるb
(4)

古墳時代における鮎喰川下流域の平野部の遺跡は,前述の矢野遺跡 。名東遺跡などから該時代の

遺構・遺物が検出されている程度であり,集落跡については今後の調査の進展が候たれる。一方 ,

古墳については,平野部に続 く丘陵一帯に多数築造されているが,沖積平野上に立地する古墳は現

状では皆無 となっている。奥谷 1号墳は全長約50mの前方後方墳 (内 部主体不明),奥谷2号墳は全
(5)

長約18mの積石塚の前方後円墳 (内 部主体は竪穴式石室20箱式石棺1),宮 谷古墳は全長約40mの前
(6)

方後円墳 (内部主体不明)であり,前二者は 4世紀後半,後者は 4世紀後半～ 5世紀初頭に比定さ
(7)

れる。矢野古墳は直径約15mの 円墳 (内部主体は横穴式石室)で, 6世紀末～ 7世紀初頭に比定さ

れ,穴不動古墳より若千古 く位置づけられる。
(8)

奈良時代以降になると,鮎喰川の左岸一帯を中′亡ヽに,阿波国分寺跡,阿波国分尼寺跡,阿波国府
(101

跡,内 ノ御田瓦窯跡などが展開する。阿波国分寺跡は大御和神社の南南西約 1.5 kmの現国分寺を中

心に展開し,寺域及び中心伽藍の一部を検出している。阿波国分尼寺跡は大御和神社の西方約 1.2
(9)

kmに 位置し,方 1町半 (約 158m)の寺域の確認 とともに,中 心伽藍の一部が検出されている。阿波
(101

国府跡は大御和神社を中心に展開したといわれ,昭和57年度の調査では掘立柱建物・溝・土墳など

の遺構が検出されたが,国府跡 と特定化することはできなかった。内ノ御田瓦窯跡は入田町に所在
(11)              (12)

し,阿波国分寺・尼寺などに瓦を供給したと思われ,奈良時代以降の須恵器 も焼かれた内ノ御田須

恵窯
鴫β

ども存在し,該地域の歴史的変遷を知る上で貴重な資料を提供 して くれている。

阿波国府跡について,明治41年刊の『徳島縣名勝案内』に「國司聴址」 として紹介されたのをは
00

じめ,阿波国府跡の位置推定等が中井伊与太・小川国太郎 。秋山泰・藤岡謙二郎 。三好昭一郎・美

馬弥蔵氏などにより発表されている。さらに,福井好行氏は阿波国府跡推定地 と周辺部の条里の研
(151
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究及び地名からの研究,木下良氏は国府と条里に'関する米倉説の再検討による阿波国府跡ほかの位
(161

置推定などの研究成果を発表されている。米倉二郎氏は最近の研究成果を発表され,国の等級の昇
(17)

格 (阿波の場合は中国から上国へ )に よって,国府の規模 も変容 したと指摘されている。
(181

以上のほかにも,観音寺跡・西蓮寺跡・常楽寺跡などの寺院跡 とともに,瓦谷瓦窯跡・常楽寺瓦

窯跡 。国分寺瓦窯跡 (平窯 )な どの瓦窯跡などの存在 も知 られてい
負ls        、
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第 2章 調 査 に 至 る 経 過

阿波国府跡については,前述のごとく,従来より多くの研究成果が発表されているが,主 として

歴史地理学的分野での位置及び規模等の推定を中心 としてお り,徳島市国府町府中字田渕に所在す

る大御和神社を中心に展開したといわれている。

これらの研究成果 と昭和57年度の国府中学校建替工事に伴 う事前調査及び分布調査の成果等より,

「阿波国府跡」の重要性が再認識され,昭和57年度より6ヶ 年計画の予定で「重要遺跡確認調査」

として,国庫補助を受けて実施することになりました。

第 1次調査 (昭和57年度)では,大御和神社境内 (A地区)を 4地区に分け, AH・ AⅣ地区を

中心に約 300m2を 対象面積 とし,掘立柱建物 2棟・溝 3条・柱列 2・ 土墳 14・ 井戸 1・ 石組遺構 1

などが検出されたが,部分検出のため,阿波国府跡の遺構 と特定できなかった。出土遺物 としては,

土製品類一土師器・須恵器 。瓦器・陶磁器・土錘・陶硯など,石製品類一石鍋 。石硯など,金属製

品類一鉄製品・寛永通費など,瓦博類―丸瓦・平瓦などがあり,平安時代末期以降のものが大部分で

ある。

本年度 (昭和58年度 )の調査は,昨年度の調査成果に関連 して,大御和神社周辺の調査を実施す

ることになりました。調査に先立ち,「 阿波国府跡発掘調査団」を編成して,昭和59年 3月 1日 か

ら 3月 31日 まで調査を実施 した。

阿 波 国 府 跡 調 査 団 構 成 メ ン パ ー

問顧

調 査 団 長

調査副団長

調 査 指 導

沖 野

田 中

秋 山

伊 丹

岩 崎

藤 井

西

七 條

湯 浅

水 野 正

田 中

一 山

舜 二  (徳 島県文化財保護審議会会長 )

良 平  (徳 島市文化財保護審議会委員長 )

泰  (徳 島県文化財保護審議会委員 )

功  (徳 島市文化財保護審議会委員 )

正 夫  (徳島市文化財保護審議会委員 )

哲四郎  (徳島市文化財保護審議会委員 )

敏 晴  (徳 島県教育委員会文化課長 )

好

琢

(徳 島市教育委員会教育長 )

(徳島市教育委員会社会教育課長 )

(奈良大学文学部教授 )

(奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター長 )

(徳 島市教育委員会社会教育課主事 )調 査 主 任 血
（
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亀二郎

原 田

岩 野
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身 野

康 男

五十鈴

敏 子

ミヤ子

(阿 波郷土会副会長 )

(徳島市教育委員会社会教育課事務員 )

(大阪学院大学 OB)
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司

次
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人
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夫

一　
嗣

巌

士
口

良
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野

塚

大

河
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菫
ユ

夫

天 羽 利

小 林 勝

多 田 寿

福 家 清

岡 山

新

林

松 永

亀 山

岸 本

宮 本

真知子

孝 一

1真 二

住 美

1参

安

明

鎌 田 祐 輔  (徳 島市教育委員会社会教育課課長補佐 )

山 野 孝 行  (徳島市教育委員会社会教育課主幹兼庶務係長 )

大 津   衛  (徳島市教育委員会社会教育課文化振興係長 )

横 谷 千代美  (徳島市教育委員会社会教育課主事 )

切 幡 保 子  (徳 島市教育委員会社会教育課課員 )

(順不同・敬称略 )

調査にあたりましては,奈良大学の水野正好先生,奈良国立文化財研究所の田中 琢先生をはじ

め,地元の研究者の方々にも種々の御指導・御助言をいただきました。記 して感謝の意を表する次

第です。

また,土地所有者の勝本義広・河野行範・宮本明夫・宮本忠夫の各氏をはじめ,河野良嗣氏には

プレハブ仮設用地の提供など,地元の方々には真摯な御援助・御協力と御理解をいただきました。

なお,御芳名をいちいちあげられませんでしたが, 多くの方々の御援助・御協力をいただきまし

た。併せて感謝の意を表する次第です。
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第 3章 調 査 成 果 の 概 要

本年度の調査 (第 2次調査 )は ,昨年度の調査の継続調査 として,大御和神社境内 (A地区)で

検出された遺構 (掘 立柱建物ほか)の確認調査を実施する予定であったが,諸般の事情等により,

大御和神社周辺部の調査を実施 した。

今回の調査では,大御和神社東側の阿波国府跡の東政庁跡 と推定されている千輻寺 (大坊)の東

側の調査地′点をBI地区,北側の調査地′点をBH地区,大御和神社の北西 1員」の調査地′点をCI地区

と呼称 した。さらに, 3m× 3mの グリッドを設定 して, BI地 区は南よりA～ N,西 より1～ 5,

BH地区は北よりA～ C,東より1～ 15, CI地区は北よりA～ 」,西 より1～ 5と し,そ れぞれ

Al・ Blグ リッドなどと呼称 した。

調査は 3m× 3mの グリッド法を基本として, トレンチ法をも併用して実施 し,調査対象面積は

約300m2でぁり, BI地 区は約60m2, BH地 区は約90m2, cI地 区は約150m2の 範囲で実施 した。

I検 出 遺 構

今回の発掘調査により検出された遺構は,掘立柱建物 1棟・溝 3条 ・柱列 1・ 土墳 (土壌墓含む )

4な どとともに大ノ
Jヽ のピットがあげられる。

B  I  地  区

調査区の北西端の 」2～ L3グ リッドにかけて,近世以降の陶磁器片などが混在 した落ち込みが

検出された以外は,中世以降の土器片などが散在する遺物包含層が検出された程度である。なお,

調査区の南端部については,明治 6年の千輻寺火災の際の攪乱が顕著に認められた。

本地区の基本層序については,表土層 (暗褐色土)は 約20cm,第 2層 (暗黄褐色粘質土 )約 25cm,

第 3層 (暗褐色粘質土)約 20cm前 後,第 4層 (黒褐色土―落ち込み)約 20～ 30cm,第 5層 (黒灰褐

色土一遺物包含層 )は 約20cm前 後であり,表土下約90Cmで小礫混在の暗灰色砂層に達 している (海

抜約6.6m)。

B  H  地  区

本地区についても, BI地 区と同様に明瞭な遺構の検出には至らず,調査区全般にわたり,土師

器小片を混在する約20cm前 後の厚さを有する遺物包含層が検出された程度である。

本地区の基本的層序は,約 10Cmの表土層 (暗褐色土),第 2層 (暗褐色粘質土―遺物包含層 )約

20cm,第 3層 (淡灰色砂質土)約 35Cm前 後であり,表土下約75Cmでノ
]ヽ礫混在の淡灰色砂層に達 して

いる (海抜約6.6m)。
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第 3図  BI地 区遺構配置図
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C  I  地  区

掘立柱建物 1棟・溝 3条・柱列 1・ 土墳 (土墳墓含む)4な どとともに大小のピットが検出され

ている。

掘 立 柱 建 物

SB-03は ,調査区の中央部やや北よりのC2～ C4グ リッド, D2～ D4グ リッドを中心に検

出されたものである。現状では,東西 2間 ×南北 2間 で西側に延びる可能性を有する東西棟建物で

ある。柱間心々距離は東西 (桁行 )約 8尺 (約 2.4m),南北 (梁行 )約 8尺 (約2.4m)で ,柱穴は

いずれも径約30cm前 後,深さ約20～ 40cm前 後の平面形が不整円形プランを呈する。柱痕の遺存して

いる柱穴も存在 していた。

溝

SD-05は ,調査区の中央部やや北よりのC3～ C4グ リッドを中心に検出された東西溝である。

幅約1.45m,深 さ約20cm前 後で長さ約5.5m分が検出され,東側にさらに延びるものと思われる。

SD-06は ,調査区の北端部のB2～ B4グ リッドにかけて検出された東西溝である。上部に小

礫を含んでお り,幅約1.3m,深 さ約30cm前 後で一部 (約 9m分 )のみの検出であり,東側及び西側

に続 くものと思われる。第 1次調査で検出されたAⅣ地区の SD-02な どと同様に建物などに付属

する遺構 と思われる。

SD-07は ,調査区の南西端のH2～ H3グ リッドにかけて検出された東西溝である。幅約40cm,

深さ約10～ 20cm前 後で長さ約 4m分が検出されたのみで,西 1員 1に さらに延びるものと思われる。

SA-03は ,調査区の最北端に SD-06に並行 して検出された東西方向に走る柱列である。柱間

心々距離は約 6尺 (約 1.8m)で,柱穴は径約20cm前 後,深さ約10cm前後の平面形が円形状プラン

を呈する。東側及び西側に延びるものと思われ,北 1員 1は 道路下に入るので詳細は不明であるが,建

物の一部を構成 していた可能性が大である。

土   拡  (土 拡 墓 )

SK-15は , E3グ リッドの北東隅付近に検出されたもので,長径約1.9m× 短径0.7m,深 さ約

30cmを 測る不整隅丸方形状プランを呈する。

SK-16は , E2グ リッドの北東隅付近に検出された土疲墓で,長径約1.96m× 短径約86cm,深

さ約20cmの 隅丸長方形状プランを呈する墓墳を掘 り,さ らに,長径約 1.6m× 短径約50Cm,深 さ約

20cmの 土墳を掘 り,遺体を埋納 している。頭位の方向は,所謂北枕 となっている。頭蓋骨の一部 と

大腿骨の一部などが遺存していたが,腐 食が顕著で1生別については不明確である。

SK-17は ,長径約1.3m× 短径約65Cm,深 さ約10Cm前後の隅丸長方形状プランを呈する。

SK-18は ,H4グ リッドの南東隅に一部検出されたもので,詳細については不明である。

大小のピットは,径約10～ 30cm,深 さ約10～ 30cmで円形状プランを呈するものと楕円形状プラン

を呈するものとに大別される。
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第 5図  CI地 区遺構配置図
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第 6図  SB-03掘 立
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第 9図  SK-15土 墳実測図

SK-16土 疲墓 実測図
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Ⅱ 出 土 遺 物

今回の発掘調査により検出された出土遺物 としては,土製品類・石製品類 。金属製品類 とともに

瓦博類などがあげられる。

(1)土 製 品 類

土製品類 としては,土師器 。須恵器 。瓦器・陶器・磁器・土錘などが存在 し,土師器以外は器種

。出土点数は極少である。

土 師 器

土師器はCI地区を中心に調査区全体より検出されてお り,出土遺物の整理が完了していないの

で詳細は不明であるが,供膳形態の17N・ 皿の二器種を中心に若千の高不・坑などとともに,煮沸形

態 。調理形態の甕などが若千数認められる。

坪については,平底で高台が付かないもの (A類 )が大部分であり,高 台を貼 り付けるもの (B

類)高 台を削 り出す もの (C類 )と はほとんど検出されていない。

皿については,平底で高台が付かないもの (A類 ),高台を貼 り付けるもの (B類 )と に大別さ

れる。

塊については,出土′点数は極少で大部分が小破片であるが,丸底のもの (A類 )と 高台を貼 り付

けるもの (B類 )と に大別されるものと思われる。

不 と皿の器種分けは困難であるが,器高 3 cm前後を規準にしておきたい。なお,杯 。皿 ともに底

部の形状,口 径の大きさや調整方法の相異などより若千の細分化が可能 と思われる。

土師器の出土遺構 としては, SK-15。 SK-16な どの土獲 (土墳墓 )を 中心に, SB-03の掘

立柱建物, SA-02の柱列, SD-05。 SD-06な どの溝から若千数検出されている。また,大小

のピットの大部分からも検出されてお り,特にP-20な どからは比較的多量に発見されている。

須 恵 器

SD-05。 SD-06, SK-15。 SK-16な どから若千数検出されている以外は,大部分が小破

片である。

瓦   器

大部分が小破片であり,全体の形状を復元するのは困難なものが多いが,若千数のま宛 (高 台付含

む)と 思われるものが, SD-06, SK-16な どから若千数検出されている。

陶   器

調査区全般の表土層を中心 として,国産の陶器類 (中世以降中心 )が出土している。 SD-05よ

り緑釉陶器が出土している。

磁   器

青 。白磁片が出土 しているが,出土点数は極少であり,いずれも小破片である。青磁 としては碗

と壺 と思われる器種が存在し, 自磁 としては碗 と思われるものがあり,いずれもSD-06を 中心に

検出されている。



錘土

4点のみの出土であり,いずれも管状土錘である。CI地区の SD-05。 P-02な どより検出さ

れている。大小の二つに大別される。

(2)石 製 品 類

石製品類 としては,石鍋片 1点,砥石 1点のみの出土である。

石  鍋

BH地区のB3グ リッドの第 2層から検出されたもので,日 縁部直下に鍔が周っている口縁部の

破片である。第 1次調査で発見されたものと同様の形状を呈すると思われ,鍔は比較的厚 くて大き

く,外に張 り出すように削 り出され,断面形は正台形を寝かせた形状を呈 している。石材は滑石製

と思われる。

砥  石

CI地区の P-15よ り検出されたもので,長 さ約6.2cm,幅 約2.7cm,最大厚約 1.6Cmを 測 り,表

裏及び両側面などに研磨痕が認められる。

(3)金 属 製 品 類

金属製品類 としては, SK-16よ り検出された鉄小刀 (長 さ約20cm,幅約 4 cm,厚 さ約 4 mm)な

どの鉄製品とともに, SK-16の 上面付近から6枚重ねの元豊通費などが検出されている程度であ

る。

(4)瓦  博  類

瓦博類 としては, CI地区を中心に丸瓦 。平瓦の小破片が若千数検出されている。

丸  瓦

小破片ばか りで,全体の形状を知るものは検出されていないが, CI地区の P-15よ り凹面に比

較的細かい布 目痕 を有するものが出土 している。

平  瓦

小破片が大部分で,全体の形状を知るものは検出されていないが,いずれも,凸面に縄叩目文を

配 し,凹面には布 目痕を有 している。CI地区の P-08。 P-20・ P-121な どから出土している。

検出遺構の主要な遣物組成について簡単に紹介してみると, SB-03は 土師器, SD-05は 土師

器 (朱塗土器含む)。 須恵器・緑釉陶器, SD-06は 土師器・須恵器・陶器 。白磁, SP-07は 土

師器・瓦器, SK-15は 土師器・須恵器・土錘 。瓦器, SK-16は 土師器・須恵器 。瓦器・鉄小刀,

SK-17・ SK-18は土師器 。瓦器, SA-02は 土師器 。瓦器, P-15は土師器・須恵器・陶器・

磁器 。砥石・丸瓦, P-16は土師器 。須恵器, P-20は土師器 (朱塗土器含む)・ 須恵器・陶器・

平瓦, P-35は土師器・須恵器 。瓦器などである。その他の大小のピットは,土師器を中心に,須

恵器・瓦器小片などが加わる遺物組成を呈するものが大部分である。
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第11図  出土土師器実測図
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10 cm

第12図  出土土師器 。須恵器実測図
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第13図  出土陶磁器実測図
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第14図  出土土錘・砥石・石鍋実測図

m

l i lCm

第15図  SK-16土獲墓出土鉄小刀実測図

第16図  SK-16土 漿墓出土古銭拓影図
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第 4 /Jヽ

今回の調査 目的は,阿波国府跡の政庁跡の検出であったが,阿波国府跡と特定できる遺構の検出

には至 らなかった。ここでは,今回の発掘調査の成果等に関連 した問題点をあげて,小結 としたい。

なお,国府 。国衛 。政庁等の概念については,山 中敏史氏の指摘に従っておきたい。
(1)

① 立地条件に関する諸問題

国府跡の立地については,藤岡謙二郎氏は①内陸盆地に位置するもの-4つに細分,②海岸平野

または河口付近に位置するもの-4つに細分,③湖上交通にめぐまれた地′点に位置するものという

9条件を考えられている。発掘調査例を中心に全国的にみてみると,内陸または臨海に近く,一方
(2)

あるいは数方に可航河川を有する位置が多く選定されたようである。この点で,河川の持つ意味は

大なるものが存在したと思われる。

阿波国府跡については,臨海または河国の沖積三角州や海岸段丘 という立地条件が与えられ,大

御和神社周辺を中心に展開したとすれば,海抜 7m前後となり,阿波国分寺跡・阿波国分尼寺跡よ

り約 3～ 4m低い立地条件を示 している。

② 府域及び位置に関する諸問題

阿波国府跡については,従来の歴史地理学的研究の成果より,大御和神社が西政庁跡,道路をは

さんで東側の千輻寺 (千 坊)が東政庁跡と考えられてきた。また,米倉二郎氏によれば,初期の阿
(3)

波国府の政庁―条里地割に一致する一が大御和神社境内を中心 とし,後期の阿波国府の政庁一正方

位地割 と一致する一が国鉄徳島本線府中駅の西方約 200mの 地点とされ,初期 (中 国の時代 )は 6

町四方,後期 (上国の時代 )は 8町四方になったことが指適 されている。
(4)

面積的に非常に狭い範囲の調査であるため再検討の余地を有しているが,第 1次調査及び今回の

調査 とともに周辺部の発掘調査 。分布調査等の成果を考慮してみると,阿波国府跡の政庁が大御和

神社よりさらに西方に位置していた可能性 も有 し,今後の研究課題である。

③ 国衝及び政庁の建物等に関する諸問題

国府の建物については,文献面より,国司館舎 をはじめ,税所 。大帳所 。調所 。朝集所。健児所。

国掌所 。田文所 。公文所 。耕済所等の官合 とともに,学館・倉などの存在が指摘されている。
(5)

全国の国府跡の発掘調査等による考古学的成果より,政庁の建物には正殿 (前殿 )・ 後殿。東脇殿。

西脇殿 。東門・西門・南門・北門等 とともに雑合的な建物である倉庫などの存在が知 られている。
(6)

これらの調査成果より,建物の配置形態は個々の遺構の成立年代は相異しているが,正殿の東西

両翼に脇殿を配 し,後殿を加え,こ れらの建物を築地塀で取 り囲んで中郭を形成するという原則の

存在も指摘されている。さらに,そ の変遷過程は掘立柱建物から礎石建物へ,正殿 と東 。西脇殿の

みの構成から後殿その他を加えて機能が拡大化 していったことも指摘されている。
(7)

阿波国府の場合 も,同様の変遷過程をたどるものと思われるが,今回の調査により検出された掘

立柱建物は規模 も小さく,政庁の建物 と特定することができなかったので,詳細については今後の

調査成果に期待 したい。

章 結
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④ 条里地割に関する諸問題

阿波国分寺跡・阿波国分尼寺の場合は,条里の東西。南北地割との密接な関連が指摘できる。

阿波国府跡については,前述のごとく,府域等について条里地割 との一致などが歴史地理学的研

究成果より指摘されている。
(8)

大御和神社の周辺における条里の南北地割については,真北より西へ約11度 』、れてお り,阿波国

分寺跡・阿波国分尼寺跡などの周辺 と同一であるが,大御和神社の東方では真北より西へ約15度 』、

れる条里地割が存在 している。時期・地域差により条里地割の相異が存在したと思われ,阿波国府

の政庁位置などを策定する上で注意される。

⑤ 検出遺構に関する諸問題

検出遺構 としては,前述のごとく,掘立柱建物・溝・柱列・土墳 (土壌墓 )。 大小のピットなど

があげられる。

掘立柱建物の SB-03は ,西側が未確認であるので詳細は不明である。柱穴の規模・構造などか

ら小規模なもので,倉庫などの雑合的な建物 と考えられるが,政庁に関連する遺構 と特定すること

はできなかった。年代的には,柱穴内出土の土器などより,鎌倉時代初頭ごろ (12世紀末)に 比定

されるものと思われる。 SD-06と の関連 も考えられる。

溝については,建物に付属する可能1生 を有すると思われるSD-05。 SD-06な どがある。いず

れも,部分的な検出のため詳細は不明であるが,後者は特に建物を画する溝の可能性を有 してお り

重要である。

SD-05については,平安時代前期 (9世紀中頃), SD-06に ついては,鎌倉時代前期 (13世

紀前半頃)以降の所産 と思われる。

柱列 としての SA-02については, SD-06と 密接に関連すると思われるが,大部分が道路下に

入るため,今後の研究課題である。

土鉱 (土鉱墓)に ついては, SK-15・ SK-16・ SK-17・ SK-18な どが存在する。

SK-16は ,人骨が埋納された土葬墓であり,該期の墓制の一端 を知 る上で重要である。 SK一

15は平安時代末～鎌倉時代初頭, SK-16は 平安時代末～鎌倉時代初頭, SK-17・ SK-18は 出

土遺物は小破片がほとんどであるが,鎌倉時代の所産 と思われる。

③ 出土遺物に関する諸問題

出土遺物としては,前述のごとく,土製品類―土師器・須恵器・瓦器・陶磁器・土錘等,石製品

類一石鍋・砥石等,金属製品類一鉄小刀等が検出されている。

土師器 としては,前述のごとく,不・皿などの器種を中心に,若千数の坑 。裂などが検出されて

いる。年代的には, SD-05か ら出土 しているもの以外は,大部分が平安時代末期以降に比定され

るものと思われる。

須恵器については,前述のごとく小破片が大部分であるが,年代的には, SD-05か ら検出され

た蓋は平安時代前期に比定され,大部分は平安時代の所産 と思われる。

陶磁器については,国産の陶磁器類が大部分であり,年代的にも鎌倉時代以降に比定されるもの

が多い。 SD-05か らは緑釉陶器片が出土 してお り,年代的にも平安時代前期に比定されると思わ

れ,宮殿・官衛・寺院などにおける祭儀に使用された可能1生 を有する使用形態の面などで注意される。
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① 存続年代に関する諸問題

阿波国府については,今回の検出遺構が政庁の建物あるいは関連の遺構 と特定することができな

かったので
｀
不明確であるが,掘立柱建物・溝・柱列などについては,阿波国府の存続年代を知る上

で重要な遺構である。

全国の国府跡の調査例からすれば,国府は 3～ 5時期の変遷 を有するものが多く,存続年代 も奈

良時代～平安時代に比定されている。阿波国府の場合は,米倉二郎氏により2時期に大別されるこ

とが指摘されているが,今後の研究課題 と思われる。
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